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~‘ 研究の動向と関連機関 

I 世界の保全研究動向 

国連関連機関かマンクローフの研究等の活動に積極的に取り組みをはしめた 

のは1970 q 代後半からであった。その活動は幾たひか延長され， 最終的には 

1990年代初めまで継続された。その巾核は国連開発引画（UNDP）と国連教育 

科学文化機関（UNESCO) であり，実施されていた主な事業とはーアシア・太 

平洋地域でのマンクローブ生態系に関する研究・研修プロクラム（Research 

and Training Pilot Programme on Mangrove Ecosystems in Asia and the 

Pacific刀 と 「アジア‘人平洋地域でのマングローブに関する研究とそれのマ 

ングローフ管理への応用（Project 一Research and its Application to the 

Management of the Mangroves of Asia and the Pacific)」であった。それら 

の事業と並行して1980年代からはアフリカ地域でもUNESCO なとか巾心と 

なりマングローブを含めてCOMARAF (Coastal Marine Science Pro 

gramme in Africa アフリカ地域における沿岸晦洋科学討画）か推進された。 

世界て最大の自然保護団体のーつである国際自然保護連合(IUCN $ Inter 

national Union for Conservation of Nature and Natural Resources)も 1980 

ii代からマングローブ生態系に着目し，1983 IJ にはUNEP (United Nations 

Environment Piogramme 国連環境引画）及ひWWF (the World Wildlife 

Fund 世界野生生物基金）と協力して，世界のマンクローフの分布とその利用 

をまとめたGlobal Status of Mangrove Ecosystems（マンクローブ生態系の 

~日界の状況）を出版するなどの店動をはしめた（IUCN 1983)。この岡際白然保 

護連合の報告は世界のマンクローフの現存面積をまとめ上けた最切の資料で 

あったのて，国際マングローブ生態系協会（ISME International Society for 

Mangi ove Ecosystems）か1997年にWorld Mangrove Atlas（川界のマンク 

ローフ図版）を囲坂」るまて, この資料か引用されることか多かった。 

話は前後するか，前述のアシア・太平洋地域でのUNDP/UNESCO マンク 

ローフに関する事業の推進役はUNESCO の土席技術顧問のマルタ・ウァン 

ヌッチ（Mai ta Vannucci)博上とUNESCO 侮I羊部門部長のマーク・スティア 

ルト（Marc Steyaert)博上てあった。一つの事業の中でも1983年から1990 年 

まで実施された「アンア・太平洋地域てのマンクローブに関する研究とそれの 

マンクローブ管即への応用」は多くの成果を挙け，特にアシア・太平洋地域15 
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護連合の報告は世界のマンクローフの現在面積をまとめ上げた最初の資料で

あったのて , 国際マ ングローブ生態系協公 (ISME 1nternauonal soclety for

Manglove Eeosystems) か 1997 年 に WorldMangroveAtlas( 世界 の マ ンク

ローフ図版) を出版するまて, この資料か引用されることか多かった。

話は前後するか, 前述のアシア・太平洋地域での UNDP/UNESCO マンク

ローフに関する事業の推進役は UNESCO の土席技術顧問のマルタ・ウァン

ヌッチ (Malta Vannuccl) 博上と UNESCO 侮作部門部長のマーク ・スティア

ル ト (Marc Steyaert) 博上てあった。」っの事業の中でも 1983 年から 1990 年

まで実施された「アンア・太平洋地域てのマンクローブに関する研究とそれの

マンクローブ轡坪への応用」は多くの成果を挙げ,特にアシア・太平洋地域 15
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カ国以上の国々に国内マンクローブ委員会（National Mangrove Committee 

NATMANCOM ) を設置し，アシア・太平I羊地域委員（RMCC Regional 

Mangrove Coordinating Committee）の設立を促した。 

1600 年'-'1975自までの也界のマンクローブに関する研究は，B Rollet か編 

集し，UNESC0 か 1981年に出版したBibliography on Mangrove Research 

にまとめられている（Rollet ed 1981)。 この木に収録されたマンクローフに関 

する印刷物は5,658 件に達し,そのうち英語で出版されたものか全体の60％を 

占め，日本語で出版されたものは55 件しか収録されなかった。 

1975 年以降のものは，現在国際マングローブ生態系協会か外務省と国際熱帯 

木材機関（ITTO 一International Tropical Timber Oi ganization）から事業委 

託を受けテータベース（GLOMIS Global Mangrove Database and Informa 

tion System）の構築作業にとりかかっており，2, 3年以内にそれか利用可能 

となろう。 

国別にみると，マンクローフに関して積極的に研究を行っている国の― ・つが 

オーストラリアである。オーストラリアのマンクローフについては国立海洋研 

究所（AIMS Australian Institute of Marine Sciences)か中心となり， 

Mangrove Ecosystems in Australiaを出版し（Clough ed 1982)，さらに同研 

究所の研究者か中心となりTropical Mangrove Ecosystems か出版されてい 

る(Robertson and Alongi ed 1992k, 

アシアの中で積極的にマンクローブに取り組んでいるのはタイ，マレーシ 

ア，イント，イントネシア，ベトナムなとであるか， タイではカセサート人学 

のサニyト（Sanit Aksornkoae）教授，王室林野局(Royal Forest Depart 

men t）のシソト（Jitt lcongsangchai)博」，マレーシアてはFRIM (Forest 

Research Institute of Malaysia）のチャン（HT Chan）博土，ヘトナムては 

国立ベトナム大学（Vietnam National University）のホン（FN Hong）教授 

やトアン（N'I S Tuan）博土なとか，イントでは海洋研究所のウンタワレ（AG 

Untawale) 噂」なとか巾心となり，イントネンアては林業総局，国立海洋研究 

所やホコール農科人学，ガシャマダ人学などて研究や実践活動か行われてい 

る。また,ハンクラテシュてはンティキ（N A . Siddiqi)陣Iなとも積極的に種 

子の採取や苗畑造成に取り組んでいる。リI国ては厘門人学の林鵬教授か中心と 

なり，マングローブの研究を推進し，台湾ては黄教授や生態系研究中心か保全 

と植林に取り組みはじめている。 
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する鴎刷物は 5,658件に達し, そのうち英語で出版されたものか全体の 60% を

占め, 日本語で出版されたものは 55件しか収録されなかった。
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となろう。

国別にみると, マンクローフに関 して積極的に研究を行 っている国の ・つか

オース トラリアである。オーストラリアのマンクローフについては国立海岸研

究所 (AIMS Austrailan lnstltute of Mar ・ne sclence も) が中心 とな り,

Mangrove Ecosystems in Austraila を出版 し (C1oughed l982), さらに厨川「
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る (RoberLson and A1ong ・ed l992) 。
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国立ベ トナム大学 (V1etnam NatlonaI University) のボン (P N Hong ) 教授

やトアン (MS Tuan)↑ぞ;:Lなとか,イントでは侮洋研究所のウンタワレ (AG.

Untawaie) 博」▲なとか中心となり,イントネソアては林業総局,国立海洋研究

所やホコール農科入学, ガシャマダ人学などて研究や実践活動か行われてい

る。また, バ ンクラテシュてはンティキ (NA.S1ddiqi) 陣 ←なとも積極的に種

子の採取や苗丈fr!造成に取り組んでいる。中国ては贋門人学の林隅教授か中心と
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と植林に取り組みはじめている。
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巾南米ではメキシコのアレハントロ（Alejandro Yanez-Arancibia) 教授か 

巾心となり，メキシコ湾岸のマングローブ生態系，冷岸海洋生態系に関する詳 

しい調杏か行われ，ブラジルてはラセルダ（L Lacerda）教授を巾心に多くの 

研究者か研究に取り組んている。 

アフリカではセネカルのティオップ（E.S Diop）教授，タンサニアのセメシ 

(A Semesi)博L，カーナのゴートン（C Gordon)博土なとを挙げることかで 

きるか，特にディオ1プ教授は前述のCOMARAF の中心的な役割を果たして 

いた人物なのて，アフリカ地域のマンクローフに関して情報を得ようとするな 

らば，彼に連絡するとよいであろう。 

アメリカ合衆国ではスネデ力ー（S. Snedaker) 教授，ルゴ（A. Lugo）博士， 

キェフ（13 Kjerfve）教授，それにthe Botany of Mangroves の著者であるト 

ムリンソン （P B Tomhnson）教授なとを挙けることかできるカ、 農務省 

(USDA United States Department of Agriculture)の Forest Service t は 

パラオ，ポナぺをはじめとする委任統冶をしていた太平洋島嶼諸国を対象とし 

てマングローブを含む植4図の作成，現存量の調査などを実施している。その 

メンパーの一人であったデホア（N Devoe）博士は現在ニュージーランドのカ 

ンタベリー大学に赴任している。 

人平洋の島嶼諸国の巾てはフィシーがマンクローフに関する巨巾勾委員会を組 

織し盾動的にマングローブの調杏を行い，伐採方広に関する規則を設定するな 

ど保全に取り組んでいる。また，現在オーストラリアに在住しているフィジー 

の出身のラル（P La!)博j:t' 1990 年に執筆した「マングローフ生態系の社会 

経済的な研究(Ecologicat Economic Analysis of Mangrove Conservation 

a Case Study from Fiji)」は，生態系を経済学的に評価するのには参考になる 

報告書であろう。なお，太平洋の島嶼諸国では，地球環境資金制度（GEF 

Globa! Environment Fund）を利用した南人平洋地域環境計画（South 

Pacific Regional Environment Programme）によってマンクローフを含む沿 

岸生態系の保全か措進されている。 

国際自然保護連合は幾つかの国のマンクローフの状況与についても出版物を 

印刷しており，特に1993年のMangroves in Vietnam ではベトナム戦争かマ 

ンクローブに及ほした影響とマングローブの現状か報告されている。その後国 

立ハノイ大学の大然資源及ひ環境研究センター(CRES 一 Center for Natuial 

Resources and Environment Studies）と，わカ」月のNGO のーつであるマソ 

　　

中南米ではメキシコのアレハ ンドロ (A1eJandro Yanez-Aranclbla) 教授か

中心となり, メキシコ湾岸のマングローブ生態系, 沿岸海洋生態系に関する詳

しい調沓か行われ, ブラジルてはラセルダ (L Laccrda) 教授をf「もむに多くの

研究者か研究に取り組んている。

アフリカではセネカルのティオップ (E.S DIOP) 教授 , タンサニアのセメシ

(A semesl) 博 1:,カーナのゴー トン (C Gordon)1 専L なとを挙げることかで

きるか, 特にディオソプ教授は前述の COMARAF の1h心的な役割を果たして

いた人物なのて, アフリカ地域のマングローフに関して情報を得ようとするな

らば, 彼に連絡するとよいであろう。

アメ リカ合衆国ではスネデカー (S.Snedaker) 教授 , ルゴ (ハ.Lug 博士 ,

キェフ (B Kier【ve) 教授 , それに the BotanyofMangroves の著者である ト

ムリンソン (P B T0ml工nson) 教授などを挙げることかできるか, 農務省

(USDA Un1ted statcs Departmcnt of Agr・culture) の Forest servlcc て は

パラオ, ポナペをはじめとする委任統冶をしていた太平洋島嬢諸国を対象とし

てマングローブを含む植生図の作成, 現存量の調査などを実施している。その

メンバーの一人であったデホア (N pevoe) 博士は現在ニュージーランドのカ

ンタベ リー大学に赴任 している。

人平岸の島峡諸国の中てはフィシ がマンクローフに関する「1;1ー委員会を組

織し活動的にマングローブの調査を行い, 伐採方法に関する規則を設定するな

ど保全に取り組んでいる。また, 現在オース トラリアに在住 しているフィジー

の出身のラル (P Lal)1専 1;か 1990年に執筆した「マングローフ生態系の社会

経 済的 な {研究 (EcologlcaL Economic Analysls of Mangrove Conservation-

a Case Study from FIII)」は, 生態系を縦店学的に評価するのには参考になる

報告書であろう。なお,太平洋の島峡諸国では,地球環境資金制度 (GEF

G1obaI Env・ronment Fund) を利用 した南人平洋地域環境計画 (South

Paclnc Reg ・onaIEnv ・ronmentProgramme) に よ ってマ ンクロー フを含 む沿

岸生態系の保全か指進されている。

国際白然保護連合は幾つかの国のマングローフの状況等についても出版物を

印刷 しており, 特に i993 年の Mangrove もln V1ctnam ではベ トナム戦争かマ

ンクローブに及ほした影響とマングローブの現状か報告されている。その後国

立ハノイ大学の人然資源及ひ環境研究センター (CRES ・Center for NatulaI

Resources and Envlronmentstudles) と , わか 1司の NGO の一 つで あ るマ ン
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クローブ植林行動引画（ACTMANG Action for Mangrove Reforestation) 

は，ほほ毎年セミナーを開催して報告書を印刷し，ベトナム国内のマンクロー 

ブに関する盾動や研究動向か明らかにされている。 

UNESC0 は 1990年にアジア・人平洋地域でのマンクローフプロシェク ト 

か終了して以降，大型のプロジェクトの形式ではマンクローブに関する事業か 

展開できていないか，気候変動かマンクローフ生態系に及ほす影響をモニタリ 

ンクするための事前調査や，国際マンクローブ生態系協会なとと協力して報告 

書を印刷している。 

また，世界銀行（W BA）やアシア開発銀行（ADB)，それにWetland Inter 

natrona」 もマンクローフの植林等に積極的に動いており，パキスタンやインド 

ネシア， タイでの植林事業や調斉活動等に資金を提供している。 

国連食糧農業機関（FA0） もマングロ～ブに関する調査や専門家の派遣を行 

うほか，1994月にはMangrove Forest Management Guidelinesを出版した。 

近年は多くの機関かマングローブについて積極的に取り組みはじめ1993年 

6月には太平洋学術会議が沖縄での中間会議にマンクローブセノションを企画 

し， 同年9月には香港科学技術大学か主催してAsia-Pacific Symposium on 

Mangrove Ecosystemsか開催された。1996 年にはタイで開催された“Tropi-

cal Forestry in 21st Century'’でもマンクローブセッションか開催されるな 

と， これまで以－Lにマンクローブに関する会議等の機会か多くなっている。 

これまでマングローブの植林にはまったく関係ない機関であった赤ト字も地 

域住民の生活の向上等と結び付け，テンマーク赤十字が1994'--lOgG年の3年 

間にペトナムで2,000 ha のマンクローフ植林の援助計画を立て，日本赤~字も 

ヘトナムで植林事業をはじめたようである。ヘトナムでは1989'-1992年の4 

年間にわたりイギリスのSave the Childien Fundが282 6 ha のマンクローフ 

の植林を援助し，同じくィギリスのOx翔m も130 ha のマンクローブ植林を引 

画するなど地域住民の生活の向上，雇用機会の確保などの観点から援助か行わ 

れた。 

国際熱帯木材機関は，わか国の外務省はじめ関係諸官庁や多くの国々と協力 

し，マンクローフに関するプロジェクトに資金を提供しており， 日本マンク 

ローフ、協会（JAM 旧日本国際マンクローフ協会）や，国際マンクローフ生態 

系協会かアシア・太平洋地域， タイなどでプロシェクトを実施したり， Jour-

ney amongst Mangroves, Restoration of Mangiove Ecosystems, World 

　　

クローブ植林行動言1面 (ACTMANG Act1on for Mangrove Rcforestat・on)

は, ほは毎年セ ミナーを開催 して報告説を FI堀 =し, ベ トナム国 - のマンクロー

ブに関する/舌動や研究動向か明らかにされている。

UNESCO は 1990 年にアジア ・人平岸地域でのマ ンクローフプロシェク ト

か終了して以降, 大型のプロジェクトの形式ではマンクローブに関する事業か

展開できていないか, 気候変動がマンクローフ生態系に及ほす影響をモニタリ
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間にベ トナムで 2,ooo ha のマンクローフ植林の援助計画を立て ,] 本赤‐1▲半 も
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年間にわたりイギ リスの Save thc Child・en Fund が 2826ha のマンクローフ

の植林を援助し, 同じくイギリスの oxfam も 130ha のマンクロ ブ植林を言1

ー画するなど地域住民の生活の向上,雇用機会の確保などの観点から援助か行わ

れた。

国際熱帯木材機関は,わか国の外務省はじめ関係言者白庁や多くの国々と協力

し, マ ンクローフに関するプロジェクトに資金を提供 しており, 日本マンク

ローブ協会 (JAM 旧日本国 1祭マンクローフ協会 ) や , 医ー際マンクローフ生態

系協会かアシア・太平洋地域 , タイなどでプロシェク トを実施 したり,Jour

ney amongst Mailgroves,Restordtioll of Manglove Ecosystems,VVorld
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Mangrove AUasを印刷するための事業資金を拠出した。東京に木部のある国 

連人学でも，早くからマンクローブの重要性を認識し，1986年にMan in the 

Mangroves を出版した。 

2． わが国の研究動向 

1I市勾でのマンクローフ研究は， これまで東京農集大学の杉一郎東京大学名誉 

教授，中村武久・桧垣宮都教授，愛媛大学の荻野和彦教授（現滋賀県立人学教 

授），琉球大学では幽府田佳弘琉球大学名誉教授，池原貞雄琉球大学名誉教授， 

諸喜田茂充教授，池原規勝教授，中須賀常冊助教授，馬場繁幸助教授なとを中 

心として行われることか多かった。 

杉一郎東京大学名誉教授を中心とする研究グループは国内はかりかタイを巾 

心に組織的な研究を彳」い，会員200 人以トを有する日本マングローブ学会を組 

織した（現在は日本マンクローブ協会の学術部会となっている）。 

荻野和彦教授を中心とする研究グループは主に生態学的な方面からの研究に 

重点を置き，インドネシア，タイ,オーストラリアなとで調査・研究を行った。 

國府田佳弘琉球大学名誉教授を中心とする沖縄の研究グループはマンクロー 

ブの生態系の解明や利用について研究を行い，東北学院人学の宮城豊彦教授を 

中心とするグループは地形や地質とマンクローブの形成過程，現在は地球環境 

問題のーつてある海面ト昇かマングロ-7に与える影響（マンクローフ林の有 

機物蓄積過程と毎水準変動）に関する研究に着手している。 

磁賀県立大学の久馬一剛教授（京都大学名誉教授）はマンクローブの土壌に 

ついて研究し，京都人学の山田勇教授は久馬教授らと共同で東南アジアの低湿 

地について1986年にその総説を出版した。 

東北大学の西平守孝教授はマングローフ林の底井生物等についてタイとJし同 

U「究を行っており，九州大学理学部の山崎常石教授はDNA を用いたマソク’ 

ローフの遺伝解析，お茶の水女子大学の芦原土日教授は生理学的な研究，琉球大 

学の川満万信博I は光合成に関する研究を行っている。また，琉球大学の馬場 

研究室でもDNA を用いた遺伝解析， アィソサイムによる集団解析，組織培養 

に関する研究に取り組んでおり，東京大学先端技術研究センター軽部研究室で 

も組織培養や生理盾性等についての研究をはしめている。京都人学の西村和餓 

講師は組織培養や生理に関する研究を，琉球大学の佐藤一紘助教授とそのク 

ループはマンクローフの修景的利用などに取り組んでいる。 また横浜国立大学 
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の宮脇研究室では植物社会学的研究を推進していたことは特筆すべきことてあ 

ろう。 

近年は東京電力，関酉電力，建設省港湾研究所，国土地理院なども海面上昇 

がマングローブ牛態系に及ぼす影響等の観点から多くの研究に取り組んでい 

る。なお，農林水産省森林総合研究所，国際農林水産業研究センター，林野庁 

は熱帯林や汽水域の研究プロジェクトとして国際協力事業団と共同で，あるい 

は独自にタイ，インドネシア，マレーシアで研究事業・実証調査・開発調杏な 

とを行っているC その中て特に］l』察協力事業団か1992年12月から事業を聞始 

したーインドネンア国マングローブ林資源保个開発現地実証調杏」では，採種 

時期，採種方法，樹種別の植栽方出などこれまで得られていない貴重な成果か 

得られている。 

3. NGO の活動 

向後元彦を中心とするクループは株式会社「砂漠に緑を」を組織し，アラビ 

ア湾岸を巾心にマンクローフの造林盾動を行ったか，これかわが国の組織的な 

マンクローフ植林盾動のはじめであろう。 

困内NGO（非政府組織）としては日本マングローフ協会と，沖縄に事務所の 

ある沖縄lI引際マンクローブ協会が1989年に設立された。その翌年， 1990司に 

それらーつの協会の支援を受けて国際NG0 である国際マングローブ生態系協 

会の本部か沖縄に設置された（1998年12月未現在，世界74 カ国・地域から 

720 人の会員がおり，マングローブに関しては世界で最も人きなNG0であ 

る）。この国際マンクローブ生態系協会では地球環境基金からの資金助成で日 

本語，英語，ヘトナム語， タイ語，マレー語， フランス語の啓蒙用力ラースラ 

イ トや英語版のビデオプロクラムを製作・配布したり，国際ポランティア貯 

金・外務省国際協力関係民間公益団体補助金によってパキスタン・インダス河 

口で2,000 ha近いマンクローブの植林や苗畑造成を行った。 また，西アフリカ 

のセネガルでも（社）国士緑化推進機構の緑の募金でマンクローブの苗畑の造成 

事業なども行うほか， 現在は国際熱帯木材機関 (International Tropical 

Timber Organization ITTO） の資金援助で世界のマングローブデータべ、ー 

スを作りはじめている。 

国内には林業関係の多くの団体があるか，特に（財）国際緑化推進センターや 

海外林業コンサルタンツ協会は, これまでにマングローフ生態系に関連する事 
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業や調合に積極的に資金援助を行ってきている。環境事業団もマングローブ保 

全のためにヘトナムをはしめとするわか国NGO の海外での植林・啓蒙盾動に 

支援し，郵政省国際ポランティア貯金もその寄付を積極的にマングローブの植 

林活動に援助している。また，（財）緑の地球防衛基金は日本リサイクルセン 

ター並びにタイエーファイナンスと協力し，エコカートの売り上げを国際マン 

クローブ生態系協会に援助している。また，マンクローフ植林行動引画はペト 

ナム，エクアトルをはじめとする国々で積極的に植林活動・調斉活動を展開し 

ている。日木マングローフ協会，ォイスカ， 日本財団，マングローブいふきの 

会なともホランティアを組織しインドネシア， タイなど多くの国々でマンク 

ローブの植林活動を行っている。なお，沖縄在住の歌手である喜納昌吉は世界 

のマングローフを保全するためにタイトルかセーブサマングローブ（Save the 

Mangrove) の歌を作ったり，1998年にはマングローブ植林行動計画とともに 

ベトナムでマンクローフ保全のためのコンサートを行ったりしている。 

現在ては国内の多くのNGO がマンクローブ植林に取り組んており， その活 

動状況を正確につかむことは容易てなくなってしまった。しかしなから,多く 

の方々かマングローフ林の再牛に協力し，緑豊かなマングローブ林，熱帯沿岸 

地域の「命のゆりかこ」であるマングローブ林を守り育てようとしていること 

は大変喜はしいことである。 

毎年多くの口本人か海外に出かけマンクローフの植林活動を行っているか, 

それらの植林活動かよりスムースに行われ，実り多き成果か得られることを祈 

るとともに，本書か，それらの盾動に少しでもお役に立つことかできると誠に 

幸いである。 
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